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第６ 第６号 
  

★  ちがさき・さむかわこどもファンドはこどもたちのチャレンジを応援します ★  

Topic １ 3 年目の活動発表会を開催しました  2025 年 3 月 8 日   

１ ゴミ拾 い  （ ゴミをなくそうチーム）               素敵なまちになったで賞 

昨年はどこにゴミが多いかアンケート調査をして、

実際に目で確かめて、ゴミのポイ捨てを減らすポスタ

ーをはりました。建物のかげとか、すきまに悪いこと

だとわかって、ゴミを捨てていると分析しました。 

ゴミ拾いで一番大事なのは、「安全」とＡＩが教え
てくれたので、今年はゴミ拾いを３回するために、ビ

ブスを買うつもりでしたが、サッカーチームからかり

て、昨年のアンケートもしっかり分析して、活動に生

かしました。 

３ バイバイプラスチック （バイバイプラスチック）               リサイクル・リユース賞 

2026 年２月２５日発行     特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 

2 子ども達が楽しみながらおしごとの世界を体験（未来の茅ヶ崎プロフェッショナルズ)  楽しくお仕事学んだで賞 

昨年、駄菓子屋（だがしや）を開いたのですが、どうや

って、開いたらいいかという問いあわせが多く来たので、

今年は、駄菓子を選んで売る楽しさとノウハウをまとめ

た「新聞」をつくるという企画になりました。勤労市民会

館こどもフェスタなどで駄菓子屋も開催しました。 

２００部つくった「キッズ駄菓子屋新聞」の宣伝効果も

あって、駄菓子を売って、コミュニティの輪がひろがりま

した。 

これまでクラスで取り組んできた活動を深めよう

と同じテーマで継続。海洋プラスチックごみを回収

し、３Ｄプリンターを活用して、自助具（写真の橙

色･ボトルオープナー）やアクセサリーをつくりまし

た。香川ふれあいまつり、さむかわ天才万博、湘南信

金まつりなどで、販売した利益を「能登半島地震・豪

雨災害」被災者に寄付をしました。 

みんなで協力できました。 

後援 :茅ヶ崎市・茅ヶ崎市教育委員会・寒川町・寒川町教育委員会  
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｢ゴミ･マイクロプラスチック、町の課題や設備などについて探求を進

め、ワークショップ等に参加するなどして知識を身に付けたい。 最終

的に誰かに伝わるように発信やイべント開催などしたい｣とスタート。   

逗子海岸クリーン活動に参加し、自校の文化活動発表会で｢ペットボ

トルについてのアンケート｣を実施。「地球過保護プロダクション

BENIRINGO」の支援も受けて、アンケート結果を分析。糖度に気づかず

炭酸飲料を飲むためにペットボトルを購入する人が多いことに気づ

き、各飲料の糖分量を計測。自ら「問いを立てる」ことを大切にした活

動でした。 

４ 行ってみよう！香川商店街（香川小学校４年３組）    香川しょうてんがいにかっきを取り戻したで賞 

香川駅前商店街を元気にしようと、お店を訪ねて、

「わたしはバリアフリーなちがさきを目指し行動し

つづけます」バッジ配付・ルワンダ街頭募金・マジッ

クショー・軒先のフルーツでジャムをつくり試食会・

地域のごみを拾う・エッグプランターに植えた花を

飾る。茅ケ崎市シティープロモーション課の YouTube

でお店のＰＲスライドを配信・商店街で買い物をし

たお客さんにカピルンステッカーをプレゼントする

など、グループに分かれてとりくみました。 

５ 環境問題にアプローチ＆シェア（East Clean Project） 寒川東中学校のグループ 
                                 環境問題について深くとりくんだで賞 

＜ベストパフォーマンス賞＞  香川小学校４年３組 

こども審査員からのメッセージ 
 みんなの前で話すのはとてもきんちょうしたけど、その考えのおくには「わくわく」だったり、「ドキドキ」と

いう思いの方が不思議と強かったです。また来年もたくさん活動してほしいです。みんなが１年間がんばってき

た事を発表してもらって、たくさん考えたりした事がとてもよく伝わりました。 

Topic  ２   こども審査員が考えた審査基準は、この４つ。 

〇少し先の未来に目を向けたときに、その活動がどのように 

 みんなのためになっているか 

〇茅ヶ崎、寒川に根ざしている提案か  

〇予算やスケジュールにあった提案か 

〇こどもファンドでないと実現がむずかしい活動か 
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目的と内容  

自分たちの地域でみるポイ捨てをなくし、地域をきれいにしたい！ 

・ごみがあると見た目もよくないし、自然の生きものがごみを食べてしまうかもし

れない。 

・環境のためにもポイ捨てがなくなるような活動をしたい。 

・地域の人たちといっしょに活動をして交流もしたい。    助成額 50,000 円                                  

目的と内容  

障がいのある方もない方も、だれもが楽しく、くらしやすいまちにしたい 

・点字や手話などについて知り、広げる活動 

・スポーツやイベントなどだれもが楽しめることをきかくしたり、 

行ったりする活動 

・障がいのある方がくらしやすいまちにする 

                            助成額  50,000 円 

4 年目の公開審査会を開催しました 2025 年 7 月 13 日  

１ ポイ捨て NG プロジェクト 小和田小学校 4 年 5 組 

２ 地域活性化プロジェクト〜SNS で茅ヶ崎を盛り上げよう〜 TEAM つるみね 

探 の目的・  

・               を  

            た をか  

・         の  の  も   を   も    も

             

       の       の   どが き の は

・  の     

           す こ         が     

目的と内容  

SNS を活用した観光サービスを行うことで茅ヶ崎市をより有名に。     

教育現場への支援や、インフラ整備などの茅ヶ崎市に住む人が住み

やすい茅ヶ崎市を作ってほしい！特に赤ちゃんやこどもの養育費な

どの負担を少しでも減らし、妊婦さんや子育てをする人を支える経

済の仕組みを作りたい。茅ヶ崎市に移住する人が増えることを促し

たい。そうすることでこどもが増えていくといい。  助成額 50,000 円                                     

３ エコパワーヒーローになろう！  小和田小学校 4 年 3 組 

目的と内容  

環境にいいまちにしたい 

・食品ロスを減らす・４Rをすすめる・自然（植物）を豊かにする 

地球環境について調べて課題を見つけ、４Ｒの具体的な取り組み方法など

の活動計画をたてる。シンボルマーク・テーマソング、絵本、レシピリサイクル箱、

バザーやフリ－マーケットもおもしろそう。          助成額 50,000 円               

４ みんなで一つえがおプロジェクト 小和田小学校 4 年 2 組 

５ 小和田調査隊 2025〜よりよい社会を目指して〜 小和田小学校 4 年１組 

目的と内容  

みんなが過ごしやすいまちにしたい 

環境について課題をみつけて、活動計画をたてる。 

ポスターや動画制作など様々な方法で活動を行う。 

・食品ロスをへらす活動 

・自然（植物、生き物）を大切にする活動 

・４Ｒを広める活動               助成額 50,000 円 

Topic  ３   
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 ６ 不要物をみんなが仲良く楽しめるキレイな物に変身させる活動  
                                      みんなでハッピーリサイクル 

目的と内容  

ごみや廃材を、みんながもらって幸せになるような物に生まれ変わらせて、ごみを減ら

して、幸せをふやしていきたい、地いきのみなさんに幸せを広げていきたい 

・ゴミについて調べて、課題をみつけて、廃材を集めて、作品をつくる。 

・できた作品を展示、譲渡、販売する。・シンボルマークやポスターをつくる。  

助成額 50,000 円 

７ （仮）動物たちの生きる権利を守る （仮）寒川東中学校チームこどもファンﾄ  ゙

目的と内容  

テーマ 動物が生きる権利を守るにはどうすればいいのか 

動物園の動物たちの生きる権利はどのように保障されているのか。 

ペットショップ、里山などの現地インタビューで現状を知る。 

調査し、仮説をたてて一つ一つの答えにたどり着く。 

分かったことを身近な人たちに伝えたいと考えている。   助成額 50,000 円 

 

2025 年度の活動と今後の予定  

 
９月の中間ミーティングを経て、内容がバージョンアップされて各グループとも全力で活動！ 

３月８日（日）活動発表会  13 時 30 分スタート  茅ヶ崎市役所分庁舎６階コミュニティホール 

  

「ちがさき・さむかわこどもファンド」への寄付のお願い 

「ちがさき・さむかわこどもファンド」は、こどもが考えたグループ活動の目標・内容や計画・予算を公開審査会

の場で発表して質疑応答を行い、「こども審査員」が助成すると決めた活動に、当法人が最大５万円の活動資金を

提供する民間初のファンドです。 

この仕組みを安定して継続的なものにするために、こどもたちへの応援の気持ちを、ぜひ寄付としてお寄せくださ

い。多くの方々に資金的なご協力・ご支援をいただきたいと思います。 

  

助成金総額                           

2022 年度 ８グループ  389,672 円  返納額 140,228 円         

2023 年度  10 グループ 457,510 円 返納額 178,051 円 

2024 年度 ５グループ  267,200 円  返納額 129,391 円 

2025 年度 ７グループ  350,000 円 

こどもファンドの活動は、こどもへの熱い思いをもった大人サポーター、市民応援団の皆さんに支えられています。 

 【発行元・問い合わせ先】認定特定非営利活動法人ＮＰＯサポートちがさき 

TEL：  080-6255-7546   Mail： sapochiga70@gmail.com  

 URL : https://sapochiga-mirai.com/childrens-fund/ 

Topic  4 

活動で残ったお金は、 

「返納金」としていただける

と、積み立てて次の活動に使

わせていただきます！ 


